釜ヶ崎反失業連絡会から　　　　　　　　　　　　　　１９９９年１１月

釜ヶ崎と連帯するみなさんへ
報告その１３
☛　NPO釜ヶ崎を立ち上げた！
　　　　仕事の受け皿・生活保護法適用の下地作り・社会啓発を目指して

☛　「特掃」が拡大！

　　　　１１月１日から、これまでの４４人枠が７４人枠に

☛　「地区外軽作業」が拡大！

　　　　１１月１日から、これまでの１０人枠が７０人枠に

· 路線バス停清掃　２０人

· 保育所などの遊具整備　２０人

· 公園・市有地の草刈　２０人

☛　市も巨大テントを立てたが…？！

　　　　センター夜間利用の代わりに…大阪市よ、お前もか！

☛　新規「センター周辺作業」！

　　　　１１月４日から、一週単位、２０人枠でスタート

☛　民間もNPO釜ヶ崎に仕事発注！

　　　　高槻市のある町会が、四つの小公園の草刈を注文

☛　２千人規模シェルターを要求中！

　　　　２０００年４月から、絶対必要。　せめて、プレハブにせよ！

連絡先とカンパの送り先

➡〒５５７－０００４大阪市西成区萩之茶屋３-１-１０ふるさとの家気付

釜ヶ崎反失業連絡会　℡０６-６６４１-８２７３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡090-3466-0300(本田)

➡郵便振替　００９９０－５－１３８６８８　「釜ヶ崎反失業連絡会」

みなさん、

お変わりありませんか？　

報告その１２をお送りしてから、はや半年が過ぎました。みなさんの連帯と折々の励ましをそえたカンパを、心より感謝いたします。みなさんの支援と協力のおかげで、仕事にアブレた多くの労働者にとって、将来への希望の小さな手ごたえをえることができたと信じます。「NPO釜ヶ崎」の立ち上げは、その一つといえるでしょう。
この６ヶ月間は、釜ヶ崎にいるわたしたちには、あっという間でした。あまりにもいろいろなことがめまぐるしく起きて、何からどのように報告したらいいか、迷います。とりあえず思いつくままに報告いたします。

「国への要望書」をめぐってケンケンガクガク

　五月の半ば頃から、反失連が国への要望書を出すことをめぐって、活動家の間で議論が噴出しました。反失連内部で意見が対立しただけでなく、釜ヶ崎の外からも手厳しい批判の声が上がりました。「法案」という形での要望は、逆手に取られて野宿者排除の合法化をさそう危険が大きいという心配からです。

確かに両刃の剣ではあります。しかし経過順序は逆で、大阪市や国会議員の中から強制排除を視野に入れた法整備が必要だという声がすでに起こっていたのです。だからこそ、きっちりと野宿を強いられた労働者の側に立った「対案」を出しておくことが必要と判断しました。

支援のみなさんの多くがこの主旨に賛同してくださり、千名を超える署名をつけて、６月２日、「ホームレス問題連絡会議」の座長(厚生省)に提出することができました。その道作りには釜ヶ崎に関心を寄せる強力な人権団体の助力が大きかったと思います。

「NPO釜ヶ崎」の立ち上げをめぐって厳しい反対意見も…

六月下旬(２４日)、NPO釜ヶ崎の申請をし、９月２９日には「特定非営利活動法人　釜ヶ崎支援機構」として、大阪府知事の認証を受け、翌３０日、法人登記を終了し、税務関係の事務所開設届ならびに社会保険関係の手続きもすませました。理事には、釜ヶ崎の福祉問題や地元の総意に大きな影響力をもつ人たち、人権・解放問題に取り組んできた人など、多彩な顔ぶれがそろいました。

しかし、このNPOの設立についても、さまざまな軋轢が起こりました。反失連のこれまでの運動の流れとどう結びつくのか、というのが主要なネックでした。確かに議論は多々あるとしても、NPOが立ち上げられたことによって、仕事がなく野宿を強いられている労働者に、多少なりとも仕事が作り出され、まだまだ不十分とはいえ、今後の就労拡充の一つの基盤ができたということは、将来の希望の根拠になることは間違いないでしょう。

不況のどん底にある釜ヶ崎の現状はひっ迫しています。ひとりでも多く、一日も早く、野宿を強いられた仲間がプライドを失うことなく生活できるように方策を考えるべき時です。活動する側の筋道はだいじですが、「時のしるし」を見極めるのも同じくだいじなことと思います。

それに、「NPO釜ヶ崎」立ち上げはあくまでも反失連運動の成果の一つであって、そこにすべてが集約されてしまうような運動の到達点ではないことを、改めて確認しておきたいと思います。反失業の闘争は、むしろこれからでしょう。今回仕事が増えたとはいえ、２０００名の登録者に限ってもわずか月平均２回ないし３回しか当たらない状態です。このままではだれひとり野宿から解放されるはずもありません。反失連が立ち上げたNPOを受け皿に、釜ヶ崎の労働者が就労を確保し生活が安定するよう、活動・闘争を続けていかねばならないでしょう。反失連の正式名称は「釜ヶ崎就労・生活保障制度実現をめざす連絡会」でしたね。

議論の整理のために、反失連結成時の「呼びかけ文」を思い出そう！

　１９９３年１１月に発信した、反失連結成当初の「呼びかけ」の文書です。

　『会の運動における共通認識として提案されていることは、次の諸点です。

1 釜ヶ崎を今後も『労働者の街』と位置付け、労働を通じて社会参加の道を求める人々の街であると認識する。

2 釜ヶ崎の存在は日本全体の動きと連動しており、地方行政の枠や既存の制度では対応しきれない課題であることを認識し、課題の位置付けを地方行政から国政課題へと格上げする。

3 現場での日々の対応、要求闘争を通じて、釜ヶ崎への社会的関心の集中を図る。釜ヶ崎での諸活動をしなくてもすむ社会環境の変革を視野に入れた努力、活動を行う。

4 労働者が集団として意思表示する『場面』を作っていく。労働者がどのような立場に置かれ、何を求めているかを社会にもっとも強く伝えるのは、労働者自身の集団行動である。

5 法制度面での課題解決の道もおろそかにせず、市会、府会、国会での課題提起と決議をうながす運動を展開する。そのため、従来の保守・革新の色分けにとらわれずに、釜ヶ崎の諸課題解決のための協力者を得ていく』　（『1993.11.　呼びかけ　連帯とカンパを』　の４ページ参照）

「NPO釜ヶ崎」って何？
　「NPO」がNon Profitable Organizationの略で、営利を目的としない事業体（法人）のことだということはご承知と思います。昨年４月に国会で成立したNPO法にもとづくものです。このたび釜ヶ崎の反失連はこのNPO法人を立ち上げました。正式名称「特定非営利活動法人　釜ヶ崎支援機構」、通称が「NPO釜ヶ崎」です。

反失連の行政交渉は発足以来６年間に及びますが、みなさんにもお伝えしているとおり、これまで多少の成果があったとはいえ、微々たるものでした。行政が民間に仕事を出す場合、「法人」に限るというのが通例で、９４年に始まった「特掃」（釜ヶ崎高齢労働者のための特別清掃事業）も、反失連に対して直接出したのではなく、社会福祉法人「自彊館」の協力を得て、そこを受け皿に地区内清掃の仕事を得ていたわけです。予算を組んだ本格的な事業としてやろうとする場合、法人であるほうが議会の通りがよいわけです。
　「NPO釜ヶ崎」は、仕事の受け皿として釜ヶ崎の労働者の就労の機会をふやすと同時に、福祉部門および日雇い労働者差別をなくす啓発活動も合せて取り組んでいくことを考えていますが、当面はこの１１月に始まった就労事業をぶじに転がしていくことに専念せざるを得ないみたいです。

「地区外軽作業」って、どんな仕事？

　７月５日以降、１０人枠で行われてきた大阪市有地の草刈りを「地区外軽作業」と呼んでいます。これにくわえて、この１１月１日から大阪市立の保育所の遊具やプールのペンキ塗りなどに２０人枠、市営路線バス停付近の清掃に２０人枠、公園・市有地の草刈りに２０人枠が新たにスタートしました。

ペンキ塗りはかなり高度な技術が求められ、指導員たちはシュミレーションの段階から悪戦苦闘していますが、将来、釜ヶ崎の労働者の就労分野を土木建築に限定する偏見をとっぱらうためにも、今こそふんばり時と、みんなでがんばっています。６～１０人の班ごとに１２台の作業車に分乗して現場に行っています。

「センター周辺作業」って、何をするの？

　今回大阪府が出した唯一の新規事業で、正規の事業名は「センター就労機能回復事業」です。１週間単位で２０人枠、就労者の年齢制限なし。事業の受け皿はセンターの「管理室」です。早朝５時から１０時まで、車の誘導と放置自転車などの整理などの作業です。

計画の段階で、指導員を反失連から出してもらえないかという打診がなされましたが、当初は労働センター周辺で野宿をしている労働者排除の意味合いが濃かったことから、反失連としての協力を拒否しました。それで府は事業内容の再検討を余儀なくされ、けっきょく「野宿者を立ち退かせることは一切しない。手配の車がきたときの誘導と、障害になる放置自転車等の整理に限定する」と訂正し、あらためて反失連の協力依頼をしてきました。反失連としては事業そのものが一般労働者の就労拡大につながることであり、野宿を強いられた労働者の不利益にならないことが確認できたので、指導員の人選に協力しました。
「大阪市の巨大テント」って、なんのこと？

　労働センターの補修工事のため、８月から夜間開放をストップするということになったとき、反失連は代替宿泊所を用意しなければセンター利用をやめるわけにはいかないという姿勢をつづけました。府・市は互いに折衝を重ねていたようですが、折り合いがつくのがおくれて、夜間利用は８月いっぱいまで継続し、補修工事も始まりませんでした。

その間に、府が提供する土地（三角公園西方）に市がテントを建てだしました。反失連が建てたものとそっくりのテントです。私たちはあっけにとられました。いくらなんでも行政が、運動体である反失連をまねて、同じようなテントを建てて「ここで寝ろ」と言うとは考えもしませんでした。地方公共団体の面子にかけても、せめてプレハブくらいにはするだろうと思っていたのです。しかも業者を使って、１０００万円もの工事費を払って…

やることがむちゃくちゃです。出来上がって９月５日に使用開始というその前日に大雨が降り、方々で雨漏りがするのがわかって、あわてて補修の追加工事をやってました。結局、センターを引き払ってテントに寝場所を移したのは９月１９日でした。お粗末！

２千人規模のシェルターを用意せよ！

　国の音頭で各地方自治体が計画している「自立支援センター」が、どのような規模の、どういう内容のものになるのか、いまだ一向に話しが伝わってきません。それはそれで一日も早く実現してほしいものですが、それと並行して最低２千人分の「とりあえずの生活の場」シェルターの用意は早急に必要です。反失連は行政交渉のたびに、繰り返しこれを要求してきました。釜ヶ崎の今の状況では、対策は「人数を限定して、手厚く」というものよりは、「たとえ十分でないとしても、できるだけ多くの人に」というのが現実的と思われます。

　シェルターにはアルミ缶やダンボール、その他リサイクル作業を続けられる空き地もセットで必要です。

勝ちとる会がになう「三角公園の炊き出し」を支援しよう！

　「平成不況」が起こって間もない９２年から「かちとる会」の仲間たちが始めた三角公園での「どんぶり物炊き出し」は、仕事にアブレた多くの労働者を下支えしてきました。仕事がない、行政による福祉対応も追いつかないという中で、仲間の命を守る最後の手立てでしたし、いまもそうです。

一時期「かちとる会」の方針としてこの活動の位置づけが困難になったときから、反失連の活動として継続されてきました。実質現場で炊き出しをになうのは勝ちとる会のメンバーでした。このたび「かちとる会」の方針の問題も整理されて、１１月１日から「三角公園炊き出し」を会本来の活動の一部としてし、名実共に位置付けなおすことになりました。よかったと思います。

反失連として今後もできる限りの協力支援をつづけます。みなさんの連帯もお願いします。炊き出しの支援のしかたとしては、これまでどおり反失連宛でもいいし、勝ちとる会に直接送ってくださってもいいです。

　「かちとる会」の連絡先・カンパの送り先

大阪市西成区天下茶屋2-6-14　℡06-６６３４－８５８４

藤やんの裁判、高裁で西成署のでっちあげがあばかれた！

　１０月２７日、高裁は西成署側の控訴を「棄却する」と判決しました。

　藤やんについての大阪地方裁判所の一審判決（２月１日）は、けっしてわたしたちにとって納得のいくものではありませんでした。「歩道を歩け」という警察官の指示に対して素直でなかったということと、警察官がむなぐらをつかんできたのを振り払ったことで「公務執行妨害」が成立し「６ヶ月の懲役」、ただし未決拘留１０ヶ月との差し引きで、「即時釈放」というものでした。しかし、こんな問題で裁判に時間とエネルギーを消耗されるよりは、現場で活動を続けるほうがいいとの判断で、あえてこちらから控訴するのをひかえたわけです。頭に乗った西成署は高裁に控訴していました。ですから、高裁の判決を聞いても、単純に勝利と見るのもあほらしい気がします。一審判決の科料が重過ぎるからやり直せというのだったら納得行くのですけれど…。ま、藤やんが裁判から解放されたということで、よしとしましょうか。

　長い間、藤やんを支援してくださったみなさんに、あらためてお礼を申し上げます。

９９年６月から１１月活動日録
６/２　厚生省「ホームレス問題連絡会議」の責任者に反失連の要望書提出。あわせて衆議院各会派に面談。５月２６日発表の「国による取りまとめ」が釜ヶ崎の実情に合わない旨、訴える。

６/１１　反失連会議でNPO立ち上げについて提案と審議。

６/１３　解放同盟西成支部大会に反失連より３名招待参加。釜ヶ崎および野宿の労働者の実情を説明。

６/１５　大阪市長が定例記者会見で「７月一日野宿者対策本部を立ち上げる」

６/１８　解放同盟大阪府連/大阪府民共闘会議の主催による「釜ヶ崎フィールドワーク」および「野宿生活者問題現地討論会」に反失連が協力参加。府・市・連合大阪・全港湾・釜日労・大阪市大も参加。

６/１９　釜ヶ崎および周辺地元の地域懇談の第一回「わいがや会」に反失連からも招待参加。

６/２３　NPO設立総会。(西成市民館で)

６/２４　大阪府にNPO設立申請。

６/２８　５月２１日提出の要望書「野宿をよぎなくされている労働者への対策強化について」の回答。

　　　　野宿を余儀なくされている労働者への対策強化について(要旨)

　　……政府の「ホームレス問題連絡会議」の結果を待つばかりで、現実にふえつづける野宿者への対応がとまっていることは、野宿者を死に追いやるものであり、市民相互の対立を深めるものである。……政府が打ち出す対策の有無、内容の如何にかかわらず、大阪市は野宿者対策を推し進めるべきである。……

　　　　　　　　　　　　　　　記

　　……２　緊急の寝場所と食事対策を８０００人規模で実施せよ。

　　　　３　就労対策を３０００人規模で実施せよ。

　　　　４　「ホームレス対策についての五都市共通要望事項」にある「公共施設の機能適正化のための管理対策の強化」を撤回せよ。簡便な「追い立て」は問題を解決しない。

　　　　５　「介護保険法」の施行に伴い、釜ヶ崎の実情に合った適用方法、弾力的運用を検討せよ。……　　　　　　　　　　　1999.5.21.

 府・市の回答は、基本は「国の対策待ち」。ただし、市は「とりあえず、ケア・センターを１００床増やす。地域外軽作業として１０人枠を設ける」との回答。府は、「国が就労対策を行うが、あいりん対策にも適用されるように働きかける」「８月１日からセンターの改修工事をするので、夜間解放は７月末まで」というもの。

７/５　「地域外軽作業」(草刈)１０人枠でスタート。

７/１７　ローマ教皇庁バチカン大使釜ヶ崎(私的)視察。

７/１９　反失連の国への要望書の「賛同署名」を厚生省社会援護局長（ホームレス問題連絡会議の座長）に手渡す。

７/２０　巨大テントに併設したアルジェリア・テント（夜警スタッフの昼間の仮眠所）のよしず張り作業。　夏祭り実行委員会。（以後毎週火曜）
７/２４・２５　｢一時金支給｣(日雇い労働者のボーナス)に伴うカンパ活動。

７/２５　NPO会員の集い(第一回)。

８/１１　三角公園に夏祭りのやぐら建て込み。

８/１２・１３・１４・１５　第28回釜ヶ崎夏祭り「まけへんで、釜ヶ崎」
８/２５　反失連会議で、民生局保護課長代理・中元が協力依頼。「センター工事に伴い、寝場所提供として、南職安分室(三角公園の西)敷地にテントを建てている。トイレと洗面所を併設。〔反失連の巨大テントと同じやり方で〕畳４００枚。反失連が自主管理してくれ……」

　シャワーユニット、警備スタッフの休憩所も増設すること、ほか就労面での対策強化を条件に、了承。（７月末で打ち切るはずのセンター夜間開放が、代替寝場所の未確定のため、継続されていた）

８/２９　大阪市より℡で、反失連の条件を受け入れる旨の連絡あり。就労対策としては１日１００人規模で拡大するとの提示をしてきた。

９/３　地域に影響力をもつ人権団体と話し合い。

９/４　国会野党党首の釜ヶ崎視察に協力。

９/５　今夜から「南テント」の夜間利用に切り替え。じっさい寝れるスペースは２５０名分。反失連の「北テント」と合せて５００名。

９/６　三角公園で、桂文福一門による「落語の夕べ」（反失連主催）

９/１４　府・市より「国の就労対策」がらみでの釜ヶ崎対策の具体案の提示。

≪１１月１日から２年６ヶ月間実施の内容≫

　　　府: ①センター就労機能回復事業（事業主はセンター管理室）

　２０人枠　１週間契約　年齢制限なし　ほか指導員数名　

　日当５７００円（指導員日当１万円）

②ビラはがしや森林の倒木整理などの仕事獲得に努める。

　　　市: ①道路清掃　３０人増（計６４人枠）　ほか指導員数名

　　　　　②地域外軽作業　６０人増（計７０人枠）　ほか指導員数名

内訳：公園の遊具・砂場まわり　２０人

　　　　　保育所の遊具・プールのペンキ塗り　２０人

　　　　　路線バス停の清掃　２０人

９/１５・１６　東京全国行動に参加。１４日の晩勝利号で出発。

９/１７　府・市に対する要求書を提出
寝場所対策の拡大と雇用創出基金の実施見通しについて（要旨）

・センター夜間利用から南北両テントへの移行によって「はじき出された」６００人の寝場所を確保せよ。

・越年対策について今年度の方針を明らかにせよ。

・北テントの敷地を正式に貸与せよ。（市は「不法占拠」といっている）

・府・市が公的雇用創出として準備している内容を公開せよ。

・「自立支援事業」の具体的な実施形態とその時期を明らかにせよ。

・大阪府の機構改変にあたり、「あいりん対策」を正しく位置付けよ。

・台風時の対策を示せ

９/２２　府・市の回答：雇用創出については前述のものとほぼ同じ。「台風対策については早急に府・市で協議する。越年対策は昨年と同規模（２８００名）。これ以上の寝場所拡大は現時点では無理。大阪府の行政改革推進計画は１２年度以降」。

９/２３　台風接近に備えてテント養生。

９/２６　NPO会員の集い、ひきつづいてNPO理事会初顔合わせ。

９/２９　NPOの認証おりる。３０日NPO登記完了。

１０/５　センター労組と懇談会　NPO体制との関係などについて。

１０/９　（「釜ヶ崎の街再生フォーラム」＝あべの市民学習センターで）

１０/１６　東京で「反失業全国集会」
１０/20･21･22･23　特掃詰め所の建て増し作業。市はこれを認めず、反失連の裁量で。１１月1日からの事業拡大に伴う必要な措置。鉄パイプとコンパネで壁を作り、トタンで屋根をふく。

１０/27･28･29･30　新規に指導員として働く仲間たちによる、現地シュミレーション。

１１/１　雨。NPO初仕事。朝８時半のセンター窓口紹介をへて、続々と労働者が特掃詰所に集まる。道路清掃６４人、地域外軽作業７０人、指導員２４人。しばしごった返した後、「地域外」は班別に１２台の作業車に分乗してつぎつぎと出発。午後３時すぎには仕事を終えた労働者が班ごとに帰ってきて、賃金の手渡しと翌日の作業日程の確認、指導員の割り振りをする。事務方のスタッフの用意周到さ、作業別振り分けを担当する道路清掃指導員たちの手際よさで、ぶじに初日をクリアー。

１９９９年６月から６ヶ月間の　収支報告　です　　　　　   1999.11.

	収入
	支出

	前回報告時　繰越残高
	4,478,828円
	情宣・資料・通信
	307,156円

	支援の個人・団体かんぱ
	7,846,224円
	共同行動・集会・作業
	476,073円

	収入総額　12,325,052円

支出総額　 7,409,447円

繰越残高　 4,915,605円


	警備・処務体制維持
	267,670円

	
	資材・段取り・運搬
	918,808円

	
	炊き出し・弁当
	4,300,000円

	
	車両の維持・修理
	1,047,699円

	
	くすり・衛生
	82,041円

	
	緊急個人援助
	10,000円

	
	救援対策
	0円

	


　♫　みなさんからのカンパがなければ、釜ヶ崎のアブレた労働者のための今回の仕事拡大は「夢物語」で終わるところでした。

大阪市が十分な事業費を計上しているらしいことは漏れ聞きましたが、仕事を受けるための段取りに必要な金ですら、あらかじめ渡してくれるということはありませんでした。事務所の開設に伴うさまざまな出費、作業車12台のリース手配や作業用具の購入など、莫大な支度金を要しました。これをすべてみなさんからのカンパで立て替えることができました。
とりわけタイムリーに寄せられた「まとまった金額」のカンパは、ご本人の了解をいただいて「NPO釜ヶ崎」の会計に入れて役立たせていただきましたことを、感謝を込めてみなさんにも報告させていただきます。

大阪市の振込みは11月を９日過ぎていましたが、確かに実行されました。

ちょっと、ひとこと

就労をはばむ見えにくいハードル

　「釜ヶ崎の人たちは、どうして日雇いの生活にしがみついているの？」「選びさえしなければ、なにか仕事はあるんじゃないの？」「野宿をしいられているというけど、自業自得じゃないの？」

　釜ヶ崎に来るまでわたしもそう思っていた。今は同じことばを聞くとき、説明しようとする前に胸がドキドキしてすぐにはことばが出ないほど、悲しみと悔しさで一杯になる。「そうじゃないんだ！」

　ひとたび野宿をしいられた労働者には転職をはばむハードルがある。釜ヶ崎に来るまでわたしはそれに気づかなかった。一般の人にとってそれはハードルではないからである。「住民票」「身元保証人」「給料の後払い」の三つである。

　「住民票」　日雇い労働者の大半は日払いのドヤを利用する。同じドヤの同

じ部屋に十年以上住んでいる労働者もいる。しかし、ドヤで住民票を取ることを、行政は原則として認めていない。ドヤは旅館であり、旅館に泊まるのは旅人だから、というのが行政の言い分である。

　ドヤは月額に直すと、アパートを借りるより割高である。それでも多くの労働者はドヤ住まいから離れられない。日雇い就労の仕組みがそうさせるのである。

　朝４時前に寄り場に出て、うまく仕事につければ、帰ってくるのはくたくたに疲れて６時が７時。風呂へ行って、飯を食って、翌日にそなえて早く寝る。好況のときはこれが連日。家事をするひまもゆとりもない。景気が陰りを見せると、とたんに仕事が減る。そのときは「飯場」に入るしかない。十日、二十日、一ヶ月から数ヶ月釜ヶ崎を離れることになる。飯場にいれば仕事はまわってくるが、食事・宿泊その他の「飯代」１日３千円前後を日当から差し引かれる。すでにアパートを借りていたら二重に家賃を払うことになるわけである。だから、たとえ割高ではあっても、日払いのドヤのほうがロスが少ない。

　行政がドヤでの住民票取得を認めさえすれば、ハードルの一つはクリヤーされる。野宿になる前に転職できる確率も高くなるはずだ。行政みずから「住所不定者」を作り出していることを、わたしたちは知らねばならない。

　「身元保証人」　野宿をしいられている身で身元保証人を探すことは、至難の業である。安定したそれなりの職場ほどこの条件はきびしい。身元保証人を必要としない仕事もないわけではない。しかし、そういう場合若さと体力が要求されることが多い。「野宿者」の平均年齢（大テント宿泊者の調査で）５７才ということを考えれば、可能性はかぎりなくゼロに等しい。

　「給料の後払い」　これがハードルだとは、ふつうではなかなか気がつかない。給料の後払いはどこの世界でも当然のこと。しかし、野宿をしいられている身には致命的である。たとえ第一、第二のハードルを何とかクリヤーしたとしても、最初の給料をもらうまで、飲まず食わずで仕事ができるはずもない。職場が離れていれば交通費もいる。福祉事務所には貸付金制度があるが、住まいのない人には貸してくれない。悔し涙を飲んでアルミ缶・ダンボール集めを続けるしかないのである。期間限定でもいいから､転職に際しての行政による支度金の貸付制度があれば､どれほどの人が野宿から解放される事か。

　職安を通じて１３回面接に行ったがだめだったという労働者もいる。仕事を選んだわけではない。どんな仕事でもいいと思っていた。しかし､世間一般ではなんでもない決まり事が､野宿の身には越えがたいハードルになっていたのである。

　怠けて野宿をしているのではない。好きでこういう生き方を選んでいるのではない。社会のルールによって選択肢を奪われているのである。野宿は､しいられているのである。

支援・連帯のこころがまえ

　生活設計のためのあらゆる選択肢を､個別にも制度としても奪われている野宿の労働者に対して、「かれらの自立をうながすために…」とは、だれも言う資格はない。支援できる立場にいるわたしたちの誰よりもかれらは自立している。 自立しているからこそ、何もない中でたくましく、したたかにも生きている。自分は野宿の身でありながら、アパートに住んで三度さんど食べているわたしたちをそねむどころか、かえってこちらの健康を気づかい、「むりしたらあかんよ」といってくれる。 恐縮して、 思わず頭が下がる。

　世にいう「地の塩」「世の光」とは、ボランティアの側を指して言っているのではなく、いちばん弱い立場に立たされている仲間たちのことであったということが、今はっきり分かる。人の痛みをだれよりも知っているがゆえに、小さくされた仲間たちはたてまえにごまかされない真実の価値観（塩味）をもち、その感性（光）は欺瞞をあばくのである。支援する者がみな、この仲間たちの価値観に触発され、その感性に学んで正しく連帯することが求められている。

　釜ヶ崎の労働者、とりわけ野宿をしいられた労働者がいちばん望んでいることは何か。１００人のうち９９人までが、「仕事さえあれば…」と言う。

　　炊き出しがあればおおぜいが並ぶ。反失連のテントも常に満員である。衣料放出があればたちまち品切れになる。夜回りをすれば「ごくろうさん」とねぎらってくれる。しかし、だからといって、「ここに力を入れて…」という支援のあり方は考えものである。こういうことはいずれも、「とりあえず」の緊急避難的な策のはず。本人にとって家族や知人に見られたくない部分については、支援しつつも、そういう支援を一日もはやく打ち切れるように努力し、労働者が真実望んでいる、「働いて、自分で生活を段取りする」ことに、わたしたちの支援と連帯を位置づけることができたらいいと思う。

　しいられた野宿を支援するのではなく、野宿をしいられている仲間の願いに連帯したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本田）
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